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POINT

バルブ事業における原発関連の売上増加や製鋼事業及び除染事業の増収により、売上高は前期に比べ
増加しました。

バルブ事業において採算の良い原発向けが堅調であったこと等により営業利益や経常利益は増益と
なりましたが、法人税等調整額の影響により親会社株主に帰属する当期純利益は減益となりました。

2020年9月期　財務ハイライト（連結）

2021年9月期の見通し

配当について

2019年10月1日から2020年9月30日まで

証券コード：6466

［株主通信］ 第21期 報告書

　  つ な げ る の は 世 界 　

支 え る の は 社 会

売上高

売上高

営業利益

営業利益

経常利益

経常利益

8,824 百万円

10,500百万円

885 百万円

1,000百万円

962 百万円

1,050百万円

親会社株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

678 百万円

700百万円

前期比

前期比

前期比

前期比

前期比

前期比

70.1％増

12.9％増

66.8％増

  9.1％増

  5.0％減

  3.2％増

前期比

前期比

  7.1％増

19.0％増

［1株当たり］25円

● 詳細な財務情報は、当社ホームページをご覧下さい ▶▶ https://www.toavalve.co.jp/

1

2

第21期の配当につきましては、
1株当たり年間45円（期末25円）とさせていただきました。



株式会社TVE、新たなスタート

セグメント別の概況

株主の皆様へ

売 上 高 7,037百万円（前期比 5.0%増）

営 業 利 益 1,858百万円（前期比 20.0%増）

バ ル ブ 事 業

バルブ事業
79.7%

除染事業
6.7%

製鋼事業
13.2% 8,824百万円

売上高合計

その他
0.4%

バルブ事業では、定期検査工事・その他
設備工事・原発関連で売上を計上したた
め、前期を上回る70億37百万円（前期比
5.0%増）の売上となりました。定期検査工
事を中心に、原発関連売上高5割超を占
めたことから、セグメント利益は18億58
百万円（前期比20.0%増）となりました。

6,702 7,037

第20期 第21期
（当期）

●売上高推移

　はじめに、新型コロナウイルスに罹患された皆様、影
響を受けられている皆様に心よりお見舞いを申し上げま
す。そして最前線で奮闘されている医療関係の皆様と、
私たちの生活を支えてくださるエッセンシャルワーカー
の皆様に衷心より感謝を申し上げます。
　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。当期（第21期・2020年9月期）の株主通信
をお届けするにあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。
　既にご承知のとおり当期の決算は、無事、増収・増益・
増配で終えることができ、売上高は最近5期で、営業利
益は最近8期でそれぞれ最高の数字となりました。また、
今期（第22期・2021年9月期）につきましても、売上高
105億円、営業利益10億円を想定しており、この流れを
来る2022年の創業100周年につなげて行きたいと考
えております。
　当期の期末配当につきましては1株当たり25円とさ
せていただきました。当社は、全量受注生産の事業形態
と主力市場の構造から独自のビジネスモデルを築いて
おり、決算においてはそれに起因し、業績に大きな影響
が出ることがあります。当期はまさにその典型で、収益の

割には高い利益が計上されており、こういったことがあ
るが故に中長期的視点に立った安定配当政策をとって
いるところです。株主の皆様のご理解をいただければと
考えております。
　さて、業績は好調裏に推移する反面、事業環境は今後
さらに厳しさを増すと想定しております。特定重大事故
対処施設の設置工事遅れ等により原子力発電所が再稼
働できていないことに加え、世界的拡がりを見せる石炭
火力発電所に対する向かい風の影響が、想像よりも早く
顕在化しそうな勢いにあることがその要因です。
　当社は本年10月から商号を株式会社TVEに変更し
新たなスタートを切りました。このように厳しい経営環境
下ではありますが、2022年の創業100周年に先立ち、
まずは商号変更で社の気運を高め、業績のさらなる改善
につながるよう全力で取り組んで参る所存です。
　株主の皆様におかれましては引き続き変わらぬご支
援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

2020年12月
代表取締役社長執行役員



売 上 高 1,164百万円（前期比 10.6%増）

営 業 利 益 △148百万円

売 上 高 596百万円（前期比 21.3%増）

営 業 利 益 26百万円

製 鋼 事 業 除 染 事 業

製鋼事業は主要顧客が国内調達へ転換
した影響で11億64百万円（前期比10.6 
%増）の売上となりました。増収の効果も
あり、セグメント利益は１億48百万円の
赤字（前期は２億12百万円の赤字）となり
ました。

1,052 1,164

第20期 第21期
（当期）

●売上高推移 除染事業は地域除染関連工事の受注 
拡大により前期を上回る5億96百万円

（前期比21.3%増）の売上となりました。
地域除染関連工事の受注拡大の効果 
から、セグメント利益は26百万円（前期は
49百万円の赤字）となりました。

491
596

第20期 第21期
（当期）

●売上高推移

社内研修『SDGsワークショップ』の開催
　2020年8月28日に、当社取締役・管理職向けに一般社
団法人イマココラボから講師を招きSDGsのワークショップ
を開催いたしました。
　ビジネスや投資の場でも耳にする機会の多くなった
SDGsという言葉の本質を同法人の開発したカードゲーム

「2030SDGs」を通して、今後当社がどのように変化してい
くべきかなどを考え、それぞれの考えを話し合いました。

T O P I C S

関西機械要素技術展に出展

　当社は2020年10月6日から10月8日まで、インテックス大阪で開催されま
した関西機械要素技術展に出展しました。
　昨年は来場者数4万人規模であったイベントも、新型コロナウイルスの影響
を受け今年は1万7千人と規模が縮小されて厳しい状況となりましたが、その
ような中でも多くの方に当社ブースにお越しいただきました。
　今回の当社ブースは、バルブ関連専門サイト（バルブソリューション、鋳鋼技
術ラボ、テストラボ）のサイトイメージをそのまま展示場で再現し、次の商品を
紹介しました。

　◦デジタルデバイス（スマートアイバルブ、開度表示計、遠隔操作弁）
　◦ポータブル切削機
　◦プラズマ溶断機や特殊バルブ
　◦鋳物関連（新作の発泡型、材料の展示、サンプル品の展示、解析映像など）
　◦テストラボ

　こうしたイベントを通じて来場者様に、実機に触れていただくことや設計担
当者と直接話し合っていただくことにより、当社の製品をより詳しく知っていた
だく良い機会になりました。
　展示会終了後には現在、当社が特に注力しているデジタルデバイス関連で
来場者様から多数のお問い合わせをいただきました。
　2021年度も関西機械要素技術展等の展示会へ出展予定です。 当社出展ブースの様子

�
�

�
�

前期は
2億12百万円の赤字

�
�

�
�

前期は
49百万円の赤字



発行可能株式総数  …………………………………… 10,040,000株
発行済株式の総数  ……………………………………… 2,678,600株
株主数  ………………………………………………………… 1,432名
大株主

株主名 持株数（株） 持株比率（%）
株式会社キッツ 302,200 13.20
光通信株式会社 226,100 9.88
西華産業株式会社 203,200 8.88
TOA取引先持株会 99,300 4.34
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 90,300 3.94
NPBN－SHOKORO LIMITED 76,200 3.33
株式会社三菱UFJ銀行 68,000 2.97
前島崇志 52,000 2.27
INTERACTIVE BROKERS LLC 47,742 2.09
トウアバルブグループ従業員持株会 42,742 1.87

（2020年10月1日現在） （2020年9月30日現在）

（2020年12月24日現在）

会社の概況  株式の状況

役　員

株主メモ

株主総会決議ご通知に関するお知らせ

事 業 年 度 10月1日から翌年9月30日まで
期 末 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 9月30日

中 間 配 当 金
受 領 株 主 確 定 日 3月31日

定 時 株 主 総 会 毎年12月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話 0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所　市場第二部
公 告 の 方 法 電子公告により行います。

公告掲載URL https://www.toavalve.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、その他や
むを得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に公
告いたします。）

［ご注意］
1. 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続につ

きましては、原則として、口座を開設されている口座管理機関（証券会
社等）で承ることになっております。口座を開設されている証券会社
等にお問い合わせ下さい。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式
会社）ではお取り扱いできませんのでご注意下さい。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続につきましては、三
菱UFJ信託銀行株式会社が口座管理機関となっておりますので、上
記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行株式会社）にお問い
合わせ下さい。なお、三菱UFJ信託銀行株式会社全国本支店におき
ましてもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社全国本
支店でお支払いいたします。

第21回定時株主総会の決議結果につきましては、当社ホームページ
（https://www.toavalve.co.jp/）での開示をもちまして決議ご通
知に代えさせていただきますので、ご了承下さいますようお願い申し
上げます。

商 号 株式会社TVE
※2020年10月1日に商号変更いたしました。

英 文 TVE Co., Ltd.
証 券 コ ー ド 6466
所 在 地 〒660-0054

兵庫県尼崎市西立花町五丁目12番1号
設 立 日 2000年3月16日
資 本 金 17億3,955万9,810円（2020年9月30日現在）

事 業 内 容 各種バルブ、鋳鋼製品の製造販売、
各種バルブのメンテナンス業務、
除染及び廃炉関係

従 業 員 311名（連結331名）（2020年9月30日現在）

監査等委員以外の取締役

代 表 取 締 役 笹 野 　 幸 明

取 締 役 有 松 　 清 高

取 締 役 飯 田 　 明 彦

取 締 役 角 谷 　 正 昭

取 締 役 三 宅 　 利 幸

取 締 役 奥 井 　 一 史

監査等委員である取締役

取 締 役 平 野 　 重 充

取締役（社外） 浜 本 　 光 浩

取締役（社外） 生 川 友 佳 子

※ 当社は自己株式389,218株を保有しておりますが、上記大株主から除いており
ます。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答下さい。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせ下さい

kabu@wjm.jpへ空メールを送信して下さい。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ
　「e-株主リサーチ事務局」 MAIL：info@e-kabunushi.com

https://www.ｅ-kabunushi.com
アクセスコード 6466

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

●アンケート実施期間は、本書がお手元に
　到着してから約2ヶ月間です。

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する
　「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。
　（株式会社 a2mediaについての詳細 https://www.a2media.co.jp） 
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしに
　これ以外の目的に使用することはありません。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


